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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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　仕事自体は新聞社の整理部のような役割なの

で大きく変わったという感じはありませんでした

が、仕事の後にいろいろな勉強会に顔を出すこと

ができ、これから新しい社会をつくろうとしてい

る多くの人と出会えて、さまざまな考えに触れら

れたことはとてもよかったですね。

奥田　東京に出てきたからこそ、そうした出会い

や新たな知見に触れることができたのですね。と

ころで、当時のインターネットをめぐる雰囲気は、

どんな感じでしたか。

藤代　当時は「Web2.0」という言葉で理想的な

次のメディアの姿が語られ、市民のためのメディ

アを目指して活動されている方もいらっしゃいま

したし、それまでマスメディアが独占してきたニ

ュースの世界が民主化するとか、それによって新

しいメディアが登場するのではないかという期待

感もあり、希望に満ちた雰囲気でしたね。

奥田　ニュースの世界が民主化することについ

し、社会部への異動も打診されました。でも、警

察に食い込んで内部から情報を得るような取材

手法はコンプライアンス的にもう認められなくな

るだろうと考え、まず辞めてから先のことを考え

ようと思いました。

　その取材手法は得意なほうでしたが、ここにし

がみついていたら、将来の自分の姿が決まってし

まうと感じました。何よりも、大きく変わってい

く世の中の渦の中に飛び込みたいと思ったので

す。

奥田　それで、ネットメディアであるエヌ・ティ・

ティレゾナント（現NTTドコモ）に移られたので

すね。

藤代　私が辞めたという話を聞いた新聞業界の

先輩からお声がけいただきました。エヌ・ティ・

ティレゾナントは「goo」というポータルサイトを

運営しており、私はそこでニューストピックスの

仕事をしていました。

奥田　藤代さんは、徳島新聞社には何年間在籍

されたのですか。

藤代　9年間ですね。初めはポンコツ記者でした

が、社内でいろいろな仕事を任されるようになっ

ていました。2003年に出た『ネットは新聞を殺

すのか』という本を読んで、既存のメディア業界

は潰れると思ったんです。インターネット業界は

面白そうで、米国では新しい時代の風が吹いて

おり、それは日本にも必ず来る、世の中は変わる

と感じました。

奥田　新聞社で、もっと上に行って自己実現する

という選択はなかったのですか。

藤代　もう少し我慢すれば、社内で好きなことが

できるようになると説得されたこともありました

メディアの姿が変わっても
信頼できる情報は
常に求められている

インターネットの出現で
既存メディアの衰退を予見

　藤代さんは「ニュースコンテンツもふつうの商品になっ
ただけ。昔の塩やタバコのような専売品がオープンな商品
に変わったのと同じ」と言う。なるほど、専売品であれば
競争もなく営業努力は必要ない。でもふつうの商品となっ
た今、さまざまな工夫が求められる。「当たり前のことを手
間ひまかけてしっかりやれば、読者もクライアントもつい
てくる」という言葉を聞くと、少し安心する。まさに「温故
知新」。新しいものを追い求めることと基本に立ち返ること
のバランスが重要なことに思い至る。
� （本紙主幹・奥田芳恵）
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て、藤代さんはどう捉えられましたか。

藤代　それまでは新聞社や放送局がニュースを

独占してきたわけですが、当時であればブログな

どで誰もが情報発信できる時代になったわけで

す。そうした情報がニュースとしての価値を持つ

かどうかは別として、情報がたくさん出てくるこ

とでメディアの世界は必ず変わると感じました。

奥田　インターネットの普及やさまざまなツール

の出現によってメディア環境は大きく変わってき

たわけですが、現在のAIが台頭する状況やSNS

のありようの変化について、予想されていました

か。

藤代　いいえ、予想できませんでした。もう少し

多様で民主的な言論空間が生まれるものと思っ

ていましたが、多くの偽情報が広がって汚染され

た情報空間とアテンションエコノミーによるPV

稼ぎのような殺伐とした情報空間が生まれると

は、正直なところ思ってもいませんでした。自分

自身、見通しが甘かったという反省はありますね。

奥田　既存のマスメディア以外に、企業・個人を

問わず、ネットを通じたさまざまな情報発信が行

われているわけですが、今後のメディアの姿はど

うなっていくと見ていますか。

藤代　マスメディアに対する不信感は今までに

ないほど大きく、またその影響力は下がっている

と思います。かつては、汚職やスキャンダルを報

じられた政治家はほとんどが辞任に追い込まれ

ましたが、今はだいぶ様相が異なって、逆にメデ

ィアが批判されることもあります。これも、ニュ

ースの民主化の一側面といえるでしょう。

　ただ、既存メディアがそれを担えるかどうかは

別にして、信頼性の高いニュースや情報を伝え

る機関は必要ですし、その需要はなくならないと

思います。

奥田　情報の信頼性というところでは、その真偽

が見分けられなくなってきているという問題があ

りますね。

藤代　この記事のように、生身の人間が対面でき

ちんと話を聞いて、手間やお金をかけてつくる記

事と、AIがつくった記事やいわゆる「コタツ記事」

（実際に取材することなく他の媒体から得た情報

でつくられる記事）とでは、その質は大きく異な

ります。でも、情報の受け手、つまり消費者にと

ってはその見分けのつかないことも多い。また、

フェイク情報も氾濫している。そこでメディア側

は、セルフレイティングを導入すべきだと思いま

す。

奥田　セルフレイティングですか。

藤代　例えばスーパーの牛乳売り場で「牛乳」と

表示できる製品は、生乳100％の成分無調整のも

のだけで、パックに切り込みがついています。「加

工乳」「乳飲料」には切り込みはありません。こ

れは牛乳業界が任意で行うセルフレイティング

です。

奥田　牛乳と同じように、情報の質も明記すべ

きだということですね。

藤代　私は、コタツ記事があってもいいと思って

います。安価な加工食品のニーズもあるからで

す。でも、消費者には選択の余地があるべきで、

そのためには品質が違うことが分かるようにする

必要があります。そして、その情報の出所が新聞

社や放送局だからOKというのではなく、そのニ

ュースや情報ごとにレイティングをすべきでしょ

う。

奥田　情報のつくり手にとっては、自分たちはい

いものをつくっていると表明する必要があるわけ

ですね。

藤代　きちんとした報道には、きちんとした対価

を得られることが重要で、そのためにも質の高い

情報であると知ってもらわなければなりません。

かつてのマスメディアのように「読者が分かって

くれない」とあぐらをかいているようでは、いず

れ淘汰されてしまうでしょう。

奥田　ニュースや情報も他の商品と同じように、

そのよさをアピールしなければならないというこ

とですね。

藤代　ネットやAIで大きく変わった後も、メディ

アの形態は常に変化していきます。これからも大

きな変化が起こるでしょう。そこが、私たちの工

夫のしどころだと思いますね。

奥田　今日は、私たちの事業でもあるメディア

のあり方についてじっくりとお話をうかがえまし

た。今日の気付きを、自分の仕事にも生かしてい

きたいと思います。
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　筆が進まない、ならぬタイピングが進まない。メディ
アに精通した藤代裕之さんを意識するあまり、書いて
は消しを繰り返し、一向に進まないこぼれ話。おかわ
り自由のコーヒーでお腹だけが満たされている。考え
すぎてもしょうがない。思ったまま、素直に書こう。
　初めて藤代先生にお会いしたのは、先生がモデレー
ターを務めたセミナーであった。昨今のメディアを取
り巻く環境変化やAI時代のメディアのあり方などに
ついて議論するもので、的確な合いの手と進行を務め
られていた。どの話題にも精通していて、現場感のあ
る藤代先生とお話ししたいなと思い、出待ちして名刺
交換。弊紙のことも知ってくださっており、「嬉しいで
す。ありがとうございます」とお礼を申し上げると、「メ
ディアおたくなんで」と納得感のある返答。お互い笑
顔になりながら、少し立ち話をさせていただいた。お
目にかかるのはそれ以来、2回目となる。
　期待していた通り、モデレーターの時とは違って
藤代先生自身のお考えをたくさんうかがうことができ
た。メディアの世界はインターネットの普及で大きく
変わったが、ここにきてAIがさらなる変化をもたらし、
より一層メディアの存在意義が問われている。藤代先
生も予想していなかったとのことだが、この変化を冷
静さとワクワクを持って捉えているのが印象的だ。
　藤代先生は、「信頼できる情報が求められているこ
とに変わりはない」と言い切る。もちろん私も同意で

はあるが、やはりその言葉は心強い。では、情報の質
は分かりやすく示されているか、情報を届ける努力は
十分にできているか。この当たり前のことに真正面か
ら向き合ってきたかと問われると、考えさせられてし
まう。読者に委ねていた部分の多さに反省する。
　AI時代のメディアを語る上では、ディープフェイク
やゼロクリックサーチなど、ネガティブなワードが付
き物。しかし、藤代先生からは「この新しい変化を好
機と捉え、悲観的になりすぎず、そしてあぐらをかか
ずに、当たり前のことを手間ひまかけてしっかりやっ
ていこうよ」と、ずっとエールを送られていたような
気がした。
　誰かが正解を教えてくれないからこその難しさに挑
戦して、せっかくなら面白がろう。何杯目かのコーヒー
を飲みながら、大きな変革の真っ只中にいる価値を噛
み締めた。� （奥田芳恵）

ニュースや情報にも
「セルフレイティング」が必要だ


